
 

平成 19 年 12 月 20 日 

各      位 

 

会 社 名   楽 天 株 式 会 社 

代表者名   代表取締役会長兼社長 

    三 木 谷  浩 史 

    (JASDAQ コード 4755) 

問合せ先   取締役 常務執行役員 

       髙  山    健 

    電話 03-6387-0555 

 

当社子会社（楽天メッセンジャー株式会社）の解散について 

 

当社は、本日開催の当社取締役会において、当社の 100％出資子会社である楽天メッセン

ジャー株式会社（以下、「楽天メッセンジャー」）を、平成 19 年 12 月 31 日をもって解散す

る旨を決定しましたのでお知らせいたします。 

 

 記 

 
１．解散する子会社の概要 

解散する子会社の名称 楽天メッセンジャー株式会社 

   本店所在地  東京都品川区 

   代表者氏名  板場 雅裕 

事業内容 PC・携帯電話での通話およびチャット（ショートメッ

セージングサービス）の提供 

   設立年月日  平成 19 年 4 月 27 日 

   事業年度の末日  12 月 31 日 

資本金の額  2 億円 

   発行済株式総数  8,000 株 

   主要取引先  楽天株式会社 

   大株主及び持株比率 楽天株式会社 100％ 

   最近の業績  楽天メッセンジャーは設立後、事業年度末が未到来の

ため、確定した決算はありません。なお、設立から平成

19 年 9 月末までの期間において、約 1 億円強の営業赤

字が発生しています。 
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２．解散の理由 

楽天メッセンジャーは PC・携帯電話において通話およびチャット（ショートメッセー

ジング）のサービスを「楽天メッセンジャー」のサービス名称で提供してまいりましたが、

β版として提供していた当該サービスの正式版としての事業化について一旦見送ること

となったこと、及び今夏にフュージョン・コミュニケーションズ株式会社を子会社化する

など当社の通信事業の推進体制が変化していることをふまえ、現行の体制の見直しの一つ

として今回の同社の解散に至りました。当社は、楽天経済圏の発展を主眼として、通信事

業への展開を推進しており、本件子会社解散は、当該事業の最適な事業展開体制の構築を

目的に行うものです。なお、「楽天メッセンジャー」サービスは、平成 19 年 12 月 20 日

をもって一旦休止することとなりました。 

 

３．解散のスケジュール 

楽天メッセンジャーにおける解散決議の実施日：平成 19 年 12 月 20 日 

楽天メッセンジャーの解散日（予定）：平成 19 年 12 月 31 日 

清算の終了は平成 20 年前半を見込んでおります。 

 

４．今後の見通し 

本件による当社単体業績・連結業績（平成 19 年 12 月期、平成 20 年 12 月期）への影響

は軽微と見込んでおります。 

 

  なお、当社及び当社グループ各社が属するインターネットビジネス業界及び証券業界

は事業環境の変化が激しいため、業績の予想を行うことが困難であります。したがいま

して、業績予想につきましては開示しておりません。 

 

以 上 
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